
    

基
幹
探
究
Ⅰ 

国
語 

「
羅
生
門
」
を
読
み
解
く
② 

 

「
羅
生
門
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｈ 
 

番 

氏
名 

目
標 

叙
述
に
基
づ
い
て
下
人
の
心
情
変
化
と
そ
の
理
由
を
理
解
す
る
。 

登
場
人
物
の
論
理
を
整
理
す
る
。 

叙
述
の
特
徴
と
効
果
を
つ
か
む
。 

課
題
（
１
）
第
二
場
面 

下
人
に
つ
い
て
、「
あ
る
強
い
感
情
」
を
感
じ
て
か
ら
第
二
場
面
の
終
わ
り
に
至
る
ま
で
の
状
態
や
心
情
を
、「
共
感
図
」（
別

紙
）を
作
製
し
な
が
ら
捉
え
よ
う
。作
製
は
、グ
ル
ー
プ
で
分
担
し
な
が
ら
、次
の
条
件
を
満
た
す
よ
う
に
進
め
て
い
こ
う
。 

①
下
人
の
心
理
状
態
（
感
じ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
）
を
、
本
文
中
か
ら
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
見
つ
け
出
し
、

順
序
立
て
て
整
理
す
る
。 

②
（
ａ
）
下
人
が
し
て
い
る
こ
と
、（
ｂ
）
下
人
が
見
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
描
写
を
ふ
ま
え
て
具
体
的
に
ま

と
め
る
。 

③
下
人
が
感
じ
て
い
る
身
体
感
覚
は
本
文
の
叙
述
を
も
と
に
想
像
し
な
が
ら
ま
と
め
る
。 

課
題
（
２
）
第
三
場
面 

・
老
婆
の
論
理
を
整
理
す
る
。 

①
死
者
を
冒
涜

ぼ
う
と
く

す
る
こ
と
は
悪
で
あ
る
。 

②
し
か
し
、
こ
こ
に
い
る
死
人
ど
も
は 

Ａ 

で
あ
る
。 

③
た
と
え
ば
こ
の
女
も
、 

Ｂ 

。 

④
こ
の
女
の
し
た
こ
と
が
悪
い
と
は
思
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、 

Ｃ 

だ
か
ら
で
あ
る
。 

⑤
だ
か
ら
こ
の
女
は
、 

Ｄ 

だ
ろ
う
。 

  

Ａ 

  

Ｂ 

  

Ｃ 
  

Ｄ 

 

・
老
婆
の
論
理
を
三
十
字
以
内
で
二
点
に
ま
と
め
よ
う
。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



     

 

課
題
（
３
）
第
三
場
面 

下
人
の
論
理
を
整
理
す
る
。 

      

課
題
（
４
）
第
四
場
面 

叙
述
の
特
徴
と
そ
の
効
果
を
理
解
す
る 

 

「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。」 

 

１
．
下
人
は
、
既
に
、
雨
を
冒
し
て
、
京
都
の
町
へ
、
強
盗
を
働
き
に
急
ぎ
つ
ゝ
あ
つ
た
。 

（
初
出
『
帝
国
文
学
』
一
九
一
五
・
一
一
） 

 

２
．
下
人
は
、
既
に
、
雨
を
冒
し
て
、
京
都
の
町
へ
、
強
盗
を
働
き
に
急
い
で
ゐ
た
。 

（
作
品
集
『
羅
生
門
』
一
九
一
七
・
五
） 

 

３
．
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。（
作
品
集
『
鼻
』
一
九
一
八
・
七
） 

 

問
① 

１
，
２
と
３
の
違
い 

    

問
② 

３
に
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
効
果 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  


